
題材名 「 身の回りを整理・整頓できるマルチラックを考えて、生活を改善しよう 」
（第１学年 A 材料と加工の技術）

〇 自分の机の上を整理する木材製品についての評価・改善
めあて
完成した製作品について、相互評価に基づいて自身の問題解
決の過程を振り返り、自分の製作した作品の改善・修正案を考え
ることができる。

■題材の目標
材料と加工の技術の見方・考え方を働かせ、よりよい生活を目指したマルチラックを製作する実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利
用されている材料と加工の技術についての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付け、材料と加工の技術と生活や社会との関わりについ
て理解を深めるとともに、生活の中から材料と加工の技術に関わる問題を見いだして課題を設定する力、快適な生活や社会の実現に向けて、適
切かつ誠実に材料と加工の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。

■本事例のポイント
１.自分の部屋から問題を見いだし、課題を設定する場面を設けることで、主体的に学習に取り組めるようにした。
２.作品の相互評価や生成AI（注）による評価を取り入れることで、多面的な視点から振り返ることができるようにした。

（注）本事例では、教師が生成AIを活用しています。
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■題材の指導計画（20時間）
学習場面①（5時間）
「生活や社会を支える材料と加工の技術」
・材料と加工の技術について、木材や金属などの性質
や加工方法、切断等の技術について学ぶ。

学習場面②（2時間）
「問題の発見と課題の設定」
・自分の部屋の問題を見いだして課題を設定する。

学習場面③ （11時間）
「問題解決の構想を考えて製作」
・②で設定した課題を解決するための製作を行う。

学習場面④（2時間）
「社会の発展と材料と加工の技術」
・問題解決の過程を振り返り、これからの材料と加工
の技術について考える。

製作した作品の使用感の
発表、相互評価を行うこと
で、様々な視点に気付き、
「技術の見方・考え方」を意
識させるようにします。

レポートを基に製作品の評価につ
いて発表をします。相互評価のため
にデジタル付箋に書き込み、お互い
のレポートに貼ります。また、生成
AIによる評価も参考にします。

■本時の概要



１人１台端末を使って、改善策や
アドバイスを付箋に記入し、伝える。

■学習調整をしている子供の姿 ■指導と評価の工夫

②ワークシートの工夫
＊問題を見いだすところから製作品の振り返りまでを１枚ポートフォリオにまとめること
で、学習の流れをイメージしやすくした。

＊ワークシートの形式（デジタル／紙）を自分に合った方法で選択できるようにした。

①製作品を多面的に評価するための
工夫

＊相互評価をすることで、自分にはなかっ
た視点に気が付く。また、実際に使用し
た上で使用感などを評価することで、使
用者の立場に立った評価ができる。

＊教師が生成AIに生徒の製作品等を読
み込ませ、得られた生成AIによる評価
を表計算ソフトにまとめた。一人ひとりが
参考にするとともに、グループのメンバー
にも共有されているため、それぞれの評
価を見て、自分にも生かせる内容であ
れば、参考にできるようにした。

■成果（○）と課題（▲）
○ワークシートを工夫することで、問題解決の過程と製作品の振り返りを可視化するこ
とができた。

○生成AIによる製作品の評価を加えることで、作品を多面的に見ることができた。
▲相互評価をするための発表をする際に、何を伝えればよいか考えられない生徒が複
数見られた。あらかじめ発表用のメモを作成させるなど、支援が必要だと感じた。

【活用したアプリや機能】Google スライド、Google スプレッドシート、Google Gemini(教師による活用)

子供が自らの学習を振り返る場面の設定 ③製作品の振り返り ＊修正案や改善策をワークシートにまとめる。

生成AIによる評価
（注）教師による活用
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